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8 月 月例会のご案内  

日 時：平成24年 8月 25日（土）15:00-17:00（受付 14：30-） 

場 所：日本子ども家庭総合研究所 会議室 

参加費：会員/無料 非会員/1,000円 

 

● テーマ・報告者 

 「（仮）障害児者における運動および、スポーツ活動からヘルスプロモーションを考える」 

     東洋大学ライフデザイン学部健康スポーツ学科  准教授  金子元彦 

【 要旨 】 

 障害児者における運動やスポーツを実践するためには、多様な人々の関わりが不可欠である。実践

事例から推察される現状や課題ならびに、関わる人々の多様な学びから、障害児者の運動やスポーツ

活動を豊かにしていくための環境づくりについて考察する。 

 

● テーマ・報告者 

 「コミュニティ・エンパワメントにおける保健師の役割に関する基礎的研究」 

  -子育て中の母親たちの手でコミュニティにおける自身の「居場所」をうみだすということ- 

     東北福祉大学健康科学部保健看護学科  講師 

     社会貢献センター次世代育成支援室  保健師    下山田鮎美 

【 要旨 】 

 これまでS市内において、子育て中の母親たちの手でコミュニティにおける自身の「居場所」をう

みだすための活動が展開されてきた。私は現在、このような活動の過程に参画した母親の体験に焦点

をあて、このような体験の各々にとっての意味を明らかにしたいと考え、研究に取り組んでいる。 

 今回は、分析を通じて見えてきたこと、分析を行っていて感じたことを中心に報告する予定である。 

 

●テーマ・報告者  

  「健口体操を活用した住民との恊働による歯科保健活動の取り組み」 

      千葉県市原市  歯科衛生士 高澤みどり 

【 要旨 】 

 市健康増進計画に基づく住民との恊働を目指した健康教室から、歯科保健分野の自主的なボランテ

ィアグループが結成された。健口体操が住民を惹きつけ自主活動を促す効果が示された。歯科保健推

進における効果的な人的資源活用の現状と課題も含めて報告する。 



日 時：平成24年 6月 30日（土）15:00-17:00（受付 14：30-） 

場 所：日本子ども家庭総合研究所 会議室 

テーマ：東日本大震災と子どもの安全・安心  

           ～宮城県の学校及び保育所を中心として～  

報告者：伊藤 常久 氏   (東北生活文化大学短期大学部 生活文化学科)  

 

 

----------------- 

 

東日本大震災と子どもの安全・安心 

～宮城県の学校及び保育所を中心として～ 

報告者 

東北生活文化大学短期大学部 

伊藤常久 
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自然災害と防災行動 

• 自然災害に関する調査では、災害に対する

危機感や防災対策の必要性が十分に備わっ

ていても、必ずしも防災行動に結びつかない

ことが報告されている。 
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目　的 

Ⅰ．東日本大震災の被災地域（宮城県）にある学

校の建築物の自然災害に対する事前の備え、

対策等は十分であったのか。 

Ⅱ．学校・保育現場では、集団としてのリスク回

避行動が教職員によってどのように展開された

のか（地震発生直後に着目し、地震・津波から

の避難行動、及びその後の対応はどのような

状況下で意志決定がなされ、行われたのか）。 

学校や保育所は子どもを守ることができたのか？ 
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方　法 

Ⅰ．学校の建築物の安全対策 

　　耐震化率をはじめ、文科省や県内の教育委員

会等の公表データを参照 

 

Ⅱ．地震・津波からの避難行動・対応と意志決定 

　　現場教職員へのヒヤリング調査及び教育委員

会、校長会、保育協議会等がまとめた震災時

の対応に関する記録集を参照 
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6 月月例会報告 



 

 

 

 

 

 

校舎使用不可となっている学校の特徴について 

ID     
現現現現校校校校舎舎舎舎のののの    

落落落落成成成成年年年年      
階階階階数数数数      校校校校舎舎舎舎のののの被被被被害害害害状状状状況況況況      校校校校舎舎舎舎のののの向向向向きききき      

耐耐耐耐震震震震工工工工事事事事    

（（（（時時時時期期期期））））     
土土土土地地地地のののの状状状状況況況況      今今今今後後後後のののの対対対対応応応応     

A  S46.3～S47.3  4F 
壁亀裂、天井落下 

数ヶ所等 

北東－南西 

北西－南東 
H10 

住宅地域に 

建設 

校庭に 

仮設校舎 

B  S46.7～S51.3  3F 
梁・壁のモルタルクラック 

剥落多数等 
ほぼ東西  H13 

切り土・ 

盛り土半々 

校庭に 

仮設校舎 

C  S50.3  4F  建物全般クラック多数等  東北東－西南西  H15 
切り土・ 

盛り土半々 

校庭に 

仮設校舎 

D  S56.3～S57.3  4F  西校舎全体20cm沈下  東南東－西北西  H16  旧水田地帯 
校庭に 

仮設校舎 

E  S46.2～S54.8  4F 
北西地帯沈下・建物傾斜、

柱・梁・壁にクラック等 
ほぼ東西  H15  盛り土 

校庭に 

仮設校舎 

F  S47.3～S61.3  3F  学校近隣地滑りのため  ほぼ東西  H10  盛り土 
校庭に 

仮設校舎 

G  S42.4S～59.3  4F 
校舎内各所に 

せん断クラック等 
南東－北西  H16  不明 

校庭に 

仮設校舎 

H  S59.3  4F 
ひび割れ多数・屋体 

窓枠脱落 
東北東－西南西 

耐震 

補強外 
盛り土 

校庭に 

仮設校舎 

I  S48.3～S54.3  4F  梁破損・ひび割れ多数  ほぼ東西  H9 
住宅地域に 

建設 

校庭に 

仮設校舎 

J  S61.3  4F  鉄筋露出・階段破損  北北東－南南西 
耐震 

補強外 

宅地造成後

に建設 

校庭に 

仮設校舎 

（宮城県教育委員会：平成23年9月1日時点） 
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特別教室における耐震対策※ 

１）備品の転倒防止に関するもの 

　　①Ｌ字金具による書棚等の固定 

　　②連結金具による上下分割型の棚やロッカーの固定 

　　③Ｌ字金具による冷蔵庫やTVの固定 

２）収納物の飛び出し防止に関するもの 

　　④棚やロッカーの開き扉への留め金具の取り付け 

　　⑤桟や突っ張り棒の取り付け 

３）ガラスの飛散防止に関するもの 

　　⑥ガラス面のある扉への飛散防止フィルムの貼り付け 

　　⑦照明器具への振れ・落下防止用の補助材の設置 

　　⑧教室窓への飛散防止フィルムの貼り付け 

※国立教育政策研究所文教施設研究センター『学校施設における非構造部材の対策事例集』より 
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宮城県内陸部での被害と耐震対策 

小中学校の建物の特徴と被災状況について 

注）昭和56年の建築基準法施工令改正以前に建築された2校を除き、いずれの学校も耐震対策の補強対象外 

ID

現校舎

の落成

年

階数 校舎の向き

校地の

状況

校舎の被災状況

耐震工事

（時期）

1 S45.3 3F

ほぼ東-西

ほぼ北-南

切り土 壁に一部亀裂 H18

2 S60.1 2F 東南東‐西北西 不明 校舎内外の壁に亀裂 なし

3 S61.11 2F 東-西 盛り土 1-2階ﾎｰﾙ、図書室の天井破損、校舎壁面にひび多数 なし

4 H6.4 2F ほぼ北東-南西 切り土 犬走り廊下に亀裂数ヶ所 なし

5 H2.7 2F ほぼ東-西 盛り土

校舎内：廊下のひび割れ、2階暖房設備ﾀ ｸ゙ﾄ外れ、校舎外：

校庭南側斜面崩れ、ﾌﾟー ﾙ・ｻｲﾄ の゙ひび割れ、暖房設備破損

なし

6 H7.3 2F

東南東‐西北西

東北東‐西南西

盛り土

校舎の外壁・内壁に亀裂が数ヶ所、プールサイドのタイルに

段差

なし

7 H2.4 2F 東南東‐西北西 盛り土 校舎外壁に亀裂、校舎つなぎ目がやや破損 なし

8 H7.5 1F 東北東-西南西 半々 外壁等に亀裂 なし

9 S50.12 4F 東-西 切り土 3-4階教室・廊下の壁亀裂で使用不可（1-2階で授業実施） H15

10 H 3.7 2F

ほぼ東-西

ほぼ北-南

半々 何ヶ所かに亀裂 なし
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家庭科室の耐震対策と被災状況について 

※…理科室と家庭科室が同教室　　＃…冷蔵庫転倒＋吊り下げ式TVが落下 

◎：全部取り付け　　○：一部取り付け　　×：特に取り付けせず　　―：該当する備品なし（備え付け等）　　黄色：耐震対策あり 

ID 階数

棚の

L字金具

分割棚の

連結金具

冷蔵庫・TVの

L字金具

開き扉の

留め金具

突っ張り

棒・桟

扉の飛散防止

フィルム

照明器具の振

れ留め補助材

窓の飛散防止

フィルム

― × × × × × × ×

転転転転倒倒倒倒あああありりりり＃＃＃＃
被害なし 被害なし 被害なし

◎ ― ― × × × × ×

（被害なし） 被害なし 被害なし 被害なし

― ― ○ × × × × ×

被害なし 被害なし 被害なし 被害なし

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × ×

被害なし 被害なし 被害なし 被害なし

― ― ― ― × × 埋め込み式 ×

（被害なし） 被害なし （被害なし） 被害なし

○ ◎ × × × × × ×

被害なし 被害なし 被害なし 被害なし

― ― × × × × × ×

被害なし 被害なし 被害なし 被害なし

× ― × ― × × × ×

被害なし 被害なし 被害なし 被害なし

― ― ― × × ― × ×

（被害なし） （被害なし） 被害なし 被害なし

× ― × ― × × × ×

被害なし 被害なし 被害なし 被害なし

・・・・飛飛飛飛出出出出ししししあああありりりり

被害なし

（被害なし）

被害なし

被害なし

被害なし

被害なし

被害なし

被害なし

被害なし

被害なし

被害なし

1

1

被害なし

被害なし

該当なし

被害なし

（被害なし）

被害なし

（被害なし）

被害なし

6

7

8

9

10

2

1

1※

1

1※

2 2

13

4

5

11
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図書室の耐震対策と被災状況について 

＊…オープンスペース　　　※…図書室はなく、ホールに書棚　 

◎：全部取り付け　　○：一部取り付け　　×：特に取り付けせず　　―：該当する備品なし（備え付け等）　　黄色：耐震対策あり 

ID 階数

棚の

L字金具

分割棚の

連結金具

冷蔵庫・TVの

L字金具

開き扉の

留め金具

突っ張り

棒・桟

扉の飛散防止

フィルム

照明器具の振

れ留め補助材

窓の飛散防止

フィルム

◎ ― ― ― × × × ×

（被害なし） 被害なし 被害なし 被害なし

◎ ― ― × × × × ×

（被害なし） 被害なし 被害なし 被害なし

× ― ― ― × ― × ×

（被害なし） （被害なし）
破破破破損損損損あああありりりり

被害なし

◎ ◎ ◎ × × × × ×

被害なし 被害なし 被害なし 被害なし

― ― ― ― × ― 埋め込み式 ×

（被害なし） （被害なし） （被害なし） 被害なし

○ ○ ― × × ― × ×

（被害なし） （被害なし） 被害なし 被害なし

× ― × ― × ― × ×

被害なし （被害なし） 被害なし 被害なし

― ― ― ― × × × ×

（被害なし） 被害なし 被害なし 被害なし

× ― ― ― × × × ×

（被害なし） 被害なし 被害なし
破破破破損損損損あああありりりり

× × ― ― × ― × ×

（被害なし） （被害なし） 被害なし 被害なし

1※

1＊

2

1＊

2

2

7

8

9

10 1

3

1

2

1

2

3

4

5

6

被害なし

転転転転倒倒倒倒あああありりりり

被害なし

被害なし

被害なし

被害なし

（被害なし）

被害なし

被害なし

（被害なし） 被害なし

・・・・飛飛飛飛出出出出ししししあああありりりり

・・・・飛飛飛飛出出出出ししししあああありりりり

・・・・飛飛飛飛出出出出ししししあああありりりり

・・・・飛飛飛飛出出出出ししししあああありりりり

・・・・飛飛飛飛出出出出ししししあああありりりり

・・・・飛飛飛飛出出出出ししししあああありりりり

被害なし

・・・・飛飛飛飛出出出出ししししあああありりりり

・・・・飛飛飛飛出出出出ししししあああありりりり
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現在の荒浜小学校 

津波被害により使用不可となった校舎 
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子どもは守られたのか？ 
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子どもは守られたのか？ 

34 

 

学校は概ね子どもを守った 

• 保護者に引き渡されてからの被災は明確なだけで

も115人いるとされている（毎日新聞） 
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過去の大震災との比較 
東日本大震災と阪神・淡路大震災の性・年齢別死者数 
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震災における人的被害の状況 
東日本大震災による犠牲者の性・年齢構成 
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　  9歳以下  10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代  70歳代 80歳以上 

男女計  0.4  0.3  0.3  0.4  0.6  0.9  1.4  2.3  3.3  

男  0.4  0.3  0.4  0.4  0.5  0.9  1.5  2.6  3.7  

女  0.4  0.3  0.3  0.4  0.6  0.9  1.3  2.0  3.0  

・死者に占める60歳以上の比率・・・・・・ 64.4％ 
・東北3県沿岸市町村人口での 
　 　　　  　　　　 60歳以上の比率・・・・・・ 30.6％ 
・60歳代、70歳代、80歳以上の比率 
　　　　　  　　　　　　　　　　　　　・・・・・・加齢に伴って高い 
   →地震・津波の被害から逃げたり、脱出したりする困難性 

大震災と災害弱者 

 

東日本大震災死者構成比対人口構成比（倍） 

2倍以上 
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　  9歳以下  10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代  70歳代 80歳以上 

男女計  0.4  0.3  0.3  0.4  0.6  0.9  1.4  2.3  3.3  

男  0.4  0.3  0.4  0.4  0.5  0.9  1.5  2.6  3.7  

女  0.4  0.3  0.3  0.4  0.6  0.9  1.3  2.0  3.0  

・死者に占める60歳以上の比率・・・・・・ 64.4％ 
・東北3県沿岸市町村人口での 
　 　　　  　　　　 60歳以上の比率・・・・・・ 30.6％ 
・60歳代、70歳代、80歳以上の比率 
　　　　　  　　　　　　　　　　　　　・・・・・・加齢に伴って高い 
   →地震・津波の被害から逃げたり、脱出したりする困難性 

大震災と災害弱者 

 

東日本大震災死者構成比対人口構成比（倍） 

2倍以上 
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防災意識向上のために 
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防災教育の担い手ー防災主任 
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防災意識向上への取り組み 

41 

 

 

まとめ 

①被災地域（宮城県）にある学校の建築物の自然災害

に対する事前の対策は十分であったのか。 

 

 

 

②学校・保育現場では、集団としてのリスク回避行動が

教職員によって展開されたのか？ 

42 

 

 

 

  

 昨年 3月の東日本大震災において、被災地である宮城県内の小学校や保育所では子どもたちの安全を

どのようにして確保したのか、その教訓と課題について日本学校保健学会宮城県ワーキングループのメ

ンバーと共に発表者がこれまで調査・取材した内容について報告しました。 

 防災対策をはじめとして、当時の学校・保育現場における危険回避のための意思決定と行動の実態か

ら、小さなこどもたちの命と安全を守るには、的確な判断と対応を導き出すための情報収集や自然災害

（地震・津波）に対する事前の備え（耐震化、避難訓練等）の重要性を指摘しました。 

 

（発表者 健康社会学研究会会員 伊藤常久） 

 

 



 

クしながら過ごしていきたいと思います。皆様にとりましても、輝かしい1年となることを願いまして       

 

 去る６月３０日（土）に、平成２４年度総会を開催しました。平成23年度事業報告、平成23年度決

算報告、平成24年度事業計画案、平成24年度予算案の4議案について原案どおり承認されましたので、

ご報告いたします。                  

 （健康社会学研究会 代表 松岡正純） 

 

 

 健康社会学研究会ホームページは新しくなりました。  

  http://www.fureai.or.jp/~ribbon/healpro/ 

 

 

  

リニューアル内容 

1. ホームページからFacebook へのリンク 

リニューアル前はセミナー等の様子を Blogで更新していましたが、今後は Facebook でリアルタ

イムに更新していく予定です。 

研究会の活動を、より多くの方々へ発信していくことを目指します。 

2. ニューズレター 

バックナンバーが閲覧できるよう、リニューアルしていく予定です。 

3. 研究会・セミナー 

研究会の過去の活動や今までのセミナー内容等を今後整理し、リニューアルしていく予定です。 

 

 

平成 24年度総会の報告 

ホームページの紹介 


